
1.はじめに
　松江城の石垣は、大海崎石、矢田石、忌部
石と呼ばれる石材が多く使われている。
　このうち、大海崎石は全体の半分程度を占
める石材で松江市街の東にある嵩山周辺に分
布するデイサイト溶岩より成る。
　その石材の重要な特徴のひとつに人工的な
整形がみられない自然石が主体であることが
あげられる。もちろん人工的に割ったり削っ
たりしたものもないわけではないが、ごくわ
ずかであり、多くの石材は石垣にちょうど良
いサイズで採取されたもののようである。
　嵩山の周辺には採石場跡と思われる地名が
残るところもあるというが、確かに掘削され
た痕跡もある。筆者はかつて松江市大井町の
斜面に採石の痕跡を見たことがある。しか
し、そうであればなぜ石垣の石にそれを割っ
た痕跡がみられないのか。
　筆者らは大海崎石は嵩山のデイサイトのコ
アストーン、あるいは転石ではないかと考え
た。

2.宮内氏の研究成果
　藤井基礎設計事務所を既に退職された宮内
彰氏が 2010 年から隔年で 3回に渡って論文
を執筆されている。その論文は、松江市街北
東部の川津バイパスの工事でみられた更新統
について書かれたもので、川津バイパス付近
では嵩山が更新世に大きく崩壊(岩屑なだれ）
したことを示す地質が観察され、それを多年
に渡り整理報告した論文である。その地層は
下位から新第三紀層（松江層）、更新統（山廻
層）、湖成層的堆積物、湖成層と崩積土の混成
層、安山岩起源崩積土よりなる。宮内氏の 14C
年代測定により考えられた嵩山の大規模崩壊
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写真 1：松江城二之丸下の段の石垣の大海崎石

写真 2:松江城二之丸下の段の大海崎石の近接写真

図 1：宮内彰氏による川津バイパスの地質構成

宮内(2014)によれば 14C 年代測定は湖成層と

安山岩起源崩積土の混成層に含まれる樹木

を使用している。



(岩屑なだれ)の時期は今からおよそ 5万 5千
年前とされる。当時は最終氷期であったた
め、海水準は現在よりも 40m程度は低い寒冷
な時代だったと考えられており、陸上の湖に
嵩山の崩壊による岩屑が流れ込んだと考えら
れている。宮内氏の論文の頃は嵩山のデイサ
イトは「和久羅山安山岩」と広く呼ばれてい
たため、図１では安山岩が使われている。
　これらの論文では嵩山の周辺の広範囲に岩
屑なだれの土砂が流出したことを想起させ
る。
　後に宮内氏からうかがった話では、宮内氏
は当時嵩山のどこかの谷で転石群をみたこと
があるという。

3.山内先生の成果
　島根大学名誉教授の山内靖喜氏の地形解析
(未公表データ)によると図 2のように嵩山周
辺には大きな崩壊地形がみられるという。ま
た、山内先生は嵩山の周囲で大きなコアスト
ーンをみたことがあるという。

表 1：宮内彰氏による年代測定結果

図 2：山内先生による嵩山付

近の崩壊地形

山内先生の未公開データより

崩壊地形のみを抽出したも

の。

嵩山



超える。
　また驚いたことにその沢には転石が一切み
られないのだ。沢底は硬質なデイサイトであ
りまるで一枚の板のような緩く下流に傾斜し
た平らな面で構成されている。

5.松江城の石材の産地のひとつでは！
　筆者らはこの谷の転石群が松江城の石垣の
石材の起源のひとつと考える。まず第一に石
垣の石材（写真２）と転石（写真５, 7）が石
の種類や形状、大きさ、新鮮さなど多くの点
で一致するからだ。そしてフラットな形状の
沢は石を人力で運び出すのにとても有利だっ
たのではと思う。つるつるした岩盤の上を水
の力も借りながら運搬したのではないかと思
われるからだ。

4.転石群の発見
　嵩山の地形は単純な山ではない。山内先生
ご指摘のように大きな崩壊地形を成すように
見え、北へ広がるラッパ状の地形は深い谷で
あり、外輪山のような外壁と内側の山体より
成る。
　この深い谷に降りてみると（図 3のルー
ト）、谷底には無数の転石（打点部）がある
（写真 5, 6, 7）。外壁のほうは硬質な岩盤の連
続露頭（写真 4）であり、所々に浮石もみら
れた。また内側の山体の斜面にはかなり緩ん
だ露頭や大きなコアストーン（写真 3）がみ
られた。転石群は谷中、場所によっては完全
に細粒の土砂に覆われ見えなくなる箇所もあ
るが、段差地形では表土の下に変わらぬ転石
群がみられた。大きなものは直径２m近いも
のもあるが、多くは数十センチ～１m程度
で、サイズや形状、風化の程度など様々な特
徴が松江城の石垣で使われている石材に似
る。
　谷を下ると、標高 180m付近に湧水ポイン
ト(図 3の★印,写真 8)がみられ、さらにその
下流 10mほどで湧水は完全に沢になる（写真
9）。水量も多く、一気に毎分 100 リットルを

図 3：踏査ルートと転石群、湧水箇所

図３ a

・図３ bの位置と断面位置

図３ b

・破線で示した踏査ルートを時計回

りに調査した。

・打点部に転石群を確認した。

・★印の付近に湧水がみられた。

・沢底は新鮮な岩盤がみられる。
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　谷底の岩盤とその脇の斜面の岩盤は同じデ
イサイトであるが、岩相には多少違いがあっ
て谷底のものはやや安山岩寄りの岩相を示
す。しかしまだすべり面を決定づける情報に
は辿り着いていない。

6.嵩山の大規模崩壊について
　本報告はこの石材の産地のひとつの発見と
報告がテーマであるが、この転石の存在は山
内先生の崩壊地形、宮内氏の論文の嵩山の岩
屑なだれを裏付けるものではないかと思われ
る。その検証にはもう少し調査が必要であ
り、今後詳細な検討をしたいと考えている。
嵩山の外壁は比較的新鮮なのに対して内側の
山体は風化や緩みが目立つものであること、
東西に切った断面で中央の山体はとても低い
印象であることも中央の山体が崩壊を起こし
たのではないかと思わせるものである。ま
た、谷中、転石群の下流の沢は硬質なあたか
も一枚岩のような岩盤だが、その直上の岩盤
は沢の横壁では極めて亀裂の多い破砕した岩
盤であり、亀裂は沢と平行に近い（写真
10）。この構造、すべり面をみているのではな
いかとも思える。であれば、深層崩壊の可能
性もある。

【文献リスト】
宮内 彰, 2010, 松江市川津バイパス付近の地質
について,  株式会社藤井基礎設計事務所 第 31
回夏季研修会論文集, pp 38‑41

宮内 彰, 2012, 和久羅山・嵩山の周辺地形から
考える 地質イベントと地質分布（予察編）, 株
式会社藤井基礎設計事務所 第 33 回夏季研修
会論文集, pp 29‑30

宮内 彰, 2014, 川津バイパス付近の地質解析と
14C 年代測定による地質年代の考察, 株式会社
藤井基礎設計事務所 第 35 回夏季研修会論文
集, pp 29‑31

図 4:嵩山の断面図

　嵩山の断面図を作成したもの。

　デイサイト系の火山としては大山や三瓶山などが考えられるが、それに比べ嵩山

は山頂部分が削られたかのような地形を呈する。この地形は山内先生や宮内氏の山

体崩壊(岩屑なだれ)により生じたものではないか。今後更なる調査と検証が必要な

部分と考えている。



写真 3：内側山体にみられるコアストーン 写真 4：谷の外壁にみられる新鮮露頭

写真 5：谷の転石群 写真 6：谷の 2m を超える転石

写真 9：転石群の切れた先の沢 写真 10：沢の岩盤上にみられる破砕ゾーン

写真 7：谷の転石群 写真 8：湧水箇所（ごくわずかな水たまり）


